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の π共役電子系が担う．この電子状態 S0，S1および S2は，共役鎖を C2h点対称
に近似するとき，それぞれ，1Ag－，1Ag－，1Bu＋に分類される．特徴的な 400か









3つ実験とは，(1) 紅色光合成細菌 Rhodospirillum(Rsp.) rubrum由来の LH1タ
ンパク質に結合した spirilloxanthin (図 1 a) に対する Stark吸収スペクトルの偏光
角依存性の測定，紅色光合成細菌 Rsp. rubrum由来の LH1タンパク質複合体
と All-trans-3,4-dihydroanhydrorhodovibrin (図 1 b) を用いた LH1再会合の実験，



















実験では，LH1 再会合実験を行った．LH1 再会合は， LH1 複合体を任意
のカロテノイドとカロテノイド欠損 LH1サブユニット型複合体から自己会合的
に作る技術である．過去の研究では，共役二重結合数(n)が 10 から 13 まで連続
的に異なる 4種類のカロテノイドを用いた LH1再会合体が創成され，分光学的
性質が調べられた．その結果，4種類のうち rhodopin (図 1 c) を含む LH1再会合
体(RECrho)が，わずかながらも特異な性質を示した．この原因は，rhodopin 末端





REC34anhの示した Bacteriochlorophyll a Qy吸収ピークの値から，過去の研究で示






molischianum DSM120 由来 B800-820及び B800-850 型 LH2 に結合したカロテ
ノイドである rhodopinの Stark吸収スペクトルを測定した．従来の解析及び半量


















図 1 本実験で扱ったカロテノイドの化学構造  
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